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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両の走行モータに給電する駆動用電池と、
　前記車両の補機に給電する補機電池と、
　外部電源から受電して、前記駆動用電池を充電する駆動電池充電装置と
　を備えた車両充電システムであって、
　前記駆動電池充電装置は、
　制御部と、
　前記制御部に電力を供給する電源回路と
　を有し、
　前記電源回路は、
　前記外部電源を含む、複数の電力供給源に接続されて、そのうちの少なくとも１つから
の電力を前記制御部に供給する電力変換手段と、
　前記複数の電力供給源と前記電力変換手段との間の接続のオン／オフの切替を行う切替
手段と
　を含み、
　前記制御部は、前記電力変換手段を介して、前記複数の電力供給源から電力を得て、そ
れらの複数の電力供給源からの供給電力量を検知し、当該供給電力量に基づいて、供給可
能な電力供給源を検出し、それらの複数の電力供給源の中の１つを、当該複数の電力供給
源の電力供給効率に基づき、最も有効な電力供給源として検出し、検出した前記最も有効
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な電力供給源からの電力が前記制御部に供給されるように、前記切替手段を制御するもの
であって、前記制御部は、この処理を一定周期で動的に繰り返し行う
　ことを特徴とする車両充電システム。
【請求項２】
　前記複数の電力供給源は、前記外部電源、前記補機電池、および、前記駆動用電池を含
む
　ことを特徴とする請求項１に記載の車両充電システム。
【請求項３】
　前記複数の電力供給源は、前記駆動用電池および前記外部電源である
　ことを特徴とする請求項１に記載の車両充電システム。
【請求項４】
　前記複数の電力供給源は、前記補機電池と前記外部電源である
　ことを特徴とする請求項１に記載の車両充電システム。
【請求項５】
　前記切替手段は、前記外部電源を第一優先として、前記切替を行う
　ことを特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項に記載の車両充電システム。
【請求項６】
　車両の走行モータに給電する駆動用電池と、前記車両の補機に給電する補機電池と、外
部電源から受電して前記駆動用電池を充電する駆動電池充電装置とを備えた車両充電シス
テムを充電するための、車両充電方法であって、
　前記駆動電池充電装置は、制御部と、前記制御部に電力を供給する電源回路とを有する
ものであって、
　前記電源回路を、前記外部電源を含む、複数の電力供給源に接続するステップと、
　前記電源回路を介して前記複数の電力供給源から前記制御部に電力を供給し、それらの
供給電力量を検知して、当該供給電力量に基づいて、供給可能な電力供給源を検出し、そ
れらの複数の電力供給源の中から、当該複数の電力供給源の電力供給効率に基づき、最も
有効な電力供給源を検出するステップと、
　検出した前記最も有効な電力供給源が第一優先となるように、前記複数の電力供給源と
前記制御部との間の接続を切り替えるステップと、
　前記最も有効な電力供給源からの電力を前記制御部に供給するステップと、
　前記制御部の制御により、前記外部電源からの電力を用いて前記駆動用電池の充電を行
うステップと
　を備え、
　前記複数の電力供給源の中から最も有効な電力供給源を検出する前記ステップは、一定
周期で動的に繰り返し行われる
　ことを特徴とする車両充電方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は車両充電システムおよび車両充電方法に関し、特に、車両外部からの充電が可
能な駆動用電池を搭載した車両に対する充電を行うための車両充電システムおよび車両充
電方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年においては、環境にやさしい自動車として、電気自動車やハイブリッド自動車が開
発されている。このような自動車は、駆動用電池と走行モータとを搭載しており、駆動用
電池の電力を用いて走行モータで走行する。そのため、駆動用電池を充電する必要がある
。駆動用電池は、商用電源等の外部電源を受電して、充電することができる。
【０００３】
　充電を行なう場合、制御電源回路（制御部）により駆動用電池充電装置を制御する。従
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って、制御電源回路への電力供給が必要となる。
【０００４】
　特許文献１には、補機電池からの電力と駆動用電池からの電力とを用いて制御電源回路
への電力供給を行なう車両充電システムが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－１４９８９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１に記載された車両充電システムにおいては、補機電池からの電力供給が不可
能な場合で、かつ、駆動用電池からの電力供給が不可能な場合、制御電源回路への電力供
給が絶たれる。従って、駆動用電池充電装置も動作できない。その結果、駆動用電池の充
電を行うことができない。
【０００７】
　本発明は、かかる問題点を解決するためになされたものであり、車内に搭載された電池
からの電力供給が不可能な場合においても、制御部への電力供給が行なわれ、駆動用電池
の充電を可能とする、車両充電システムおよび車両充電方法を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明は、車両の走行モータに給電する駆動用電池と、前記車両の補機に給電する補
機電池と、外部電源から受電して、前記駆動用電池を充電する駆動電池充電装置とを備え
た車両充電システムであって、前記駆動電池充電装置は、制御部と、前記制御部に電力を
供給する電源回路とを有し、前記電源回路は、前記外部電源を含む、複数の電力供給源に
接続されて、そのうちの少なくとも１つからの電力を前記制御部に供給する電力変換手段
と、前記複数の電力供給源と前記電力変換手段との間の接続のオン／オフの切替を行う切
替手段とを含み、前記制御部は、前記電力変換手段を介して、前記複数の電力供給源から
電力を得て、それらの複数の電力供給源からの供給電力量を検知し、当該供給電力量に基
づいて、供給可能な電力供給源を検出し、それらの複数の電力供給源の中の１つを、当該
複数の電力供給源の電力供給効率に基づき、最も有効な電力供給源として検出し、検出し
た前記最も有効な電力供給源からの電力が前記制御部に供給されるように、前記切替手段
を制御するものであって、前記制御部は、この処理を一定周期で動的に繰り返し行うこと
を特徴とする車両充電システムである。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明は、車両の走行モータに給電する駆動用電池と、前記車両の補機に給電する補
機電池と、外部電源から受電して、前記駆動用電池を充電する駆動電池充電装置とを備え
た車両充電システムであって、前記駆動電池充電装置は、制御部と、前記制御部に電力を
供給する電源回路とを有し、前記電源回路は、前記外部電源を含む、複数の電力供給源に
接続されて、そのうちの少なくとも１つからの電力を前記制御部に供給する電力変換手段
と、前記複数の電力供給源と前記電力変換手段との間の接続のオン／オフの切替を行う切
替手段とを含み、前記制御部は、前記電力変換手段を介して、前記複数の電力供給源から
電力を得て、それらの複数の電力供給源からの供給電力量を検知し、当該供給電力量に基
づいて、供給可能な電力供給源を検出し、それらの複数の電力供給源の中の１つを、当該
複数の電力供給源の電力供給効率に基づき、最も有効な電力供給源として検出し、検出し
た前記最も有効な電力供給源からの電力が前記制御部に供給されるように、前記切替手段
を制御するものであって、前記制御部は、この処理を一定周期で動的に繰り返し行うこと
を特徴とする車両充電システムであるので、車両内に搭載された電池からの電力供給が不
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可能な場合においても、制御部への電力供給が行なわれ、駆動用電池の充電を可能とする
。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明における実施の形態１に係わる車両充電システムの構成を示すブロック図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　実施の形態１．
　図１は、車両充電システム１の全体構成を示すブロック図である。図１において、車両
充電システム１は、接続ケーブル２と、駆動電池充電装置３と、駆動用電池８と、補機電
池９とを備えている。
【００１２】
　車両充電システム１は、自動車等の車両に搭載される。車両は、駆動用電池８の電力を
用いて、走行モータ（図示せず）で走行する。補機電池９は、車両に設けられた補機（ラ
ンプ、ワイパーモータ、パワーウィンドウモータ、車載コンピュータ等）に電力を供給す
る。
【００１３】
　家屋１１等には、商用電源等の外部電源１２が設けられている。車両充電システム１は
、接続ケーブル２を介して、外部電源１２に接続される。
【００１４】
　駆動電池充電装置３は、制御部４と、電源回路７と、充電部１０とを有している。電源
回路７は、電源切替手段５と電力変換手段６とを有している。
【００１５】
　駆動電池充電装置３は、充電部１０により、接続ケーブル２を介して、外部電源１２か
ら、駆動用電池８および補機電池９を充電する。
【００１６】
　電源切替手段５には複数のスイッチ５ａ，５ｂ，５ｃが設けられている。スイッチ５ａ
の一端は接続ケーブル２に接続され、他端は電力変換手段６に接続されている。スイッチ
５ｂの一端は駆動用電池８に接続され、他端は電力変換手段６に接続されている。スイッ
チ５ｃの一端は補機電池９に接続され、他端は電力変換手段６に接続されている。電源切
替手段５は、制御部４の制御により、スイッチ５ａ，５ｂ，５ｃのオン／オフを切り替え
る。
【００１７】
　電力変換手段６は、スイッチ５ａ，５ｂ，５ｃを介して、外部電源１２、駆動用電池８
、および、補機電池９から電力を得て、当該電力を変換して制御部４に供給する。制御部
４は、外部電源１２、駆動用電池８および補機電池９からの供給電力量を確認して、その
中の１つを、最も有効な電力供給源として選択する。制御部４は、当該選択した電力供給
源からの電力を用いて動作する。制御部４は充電部１０を制御する。充電部１０は、制御
部４の制御下で、駆動用電池８および補機電池９の充電を行う。
【００１８】
　次に、図１を用いて、本実施の形態による車両充電方法を用いた、車両充電システム１
の充電処理フローについて詳細に説明する。電源回路７は、電力供給の有無に係わらず，
電源切替手段５のスイッチ５ａ，５ｂ，５ｃをすべてオンとなっている。これにより、外
部電源１２、駆動用電池８、および、補機電池９からの給電が全て有効となる。これによ
り、制御部４に電力が供給され、制御部４が動作を開始する。制御部４は、まず、外部電
源１２、駆動用電池８、および、補機電池９の中から、最も有効な電力供給源を検出する
。ここで、例えば、制御部４が、外部電源１２からの電力供給が最も有効であると検出し
た場合は、制御部４は、外部電源１２を第一優先として選択し、電源切替手段５を制御す
る。駆動用電池８および補機電池９からの電力は補助入力として用いる。こうして、制御
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部４は、外部電源１２から電力をメインに得て動作する。
【００１９】
　このように、本実施の形態においては、たとえ補機電池９および駆動用電池８からの電
力供給が不可能な場合においても、電源回路７は、外部電源１２を用いて、制御部４に対
して、電力を供給することができる。これにより、本実施の形態においては、常に、制御
部４の動作が可能となり、駆動用電池８の充電が可能となる。
【００２０】
　なお、この充電処理フローは、常に有効であり、供給電力量の推移から、動的に第一優
先の電力供給源を切り替えることが可能である。すなわち、この充電処理フローを一定の
周期で繰り返し行うことにより、その時点で最も有効な電力供給源を常に選択することが
できる。
【００２１】
　なお、車両充電システム１が接続ケーブル２により外部電源１２に接続されているとき
には、外部電源１２からの電力供給が第一優先として選択されることが多い。その理由を
説明する。駆動用電池８および補機電池９は、駆動電池充電装置３を介して、外部電源１
２から充電される。このとき、駆動電池充電装置３で、外部電源１２からの電力を変換す
る。従って、駆動用電池８や補機電池９からの制御部４への電力供給は、外部電源１２の
電力を直接制御部４に供給する場合に比べて、当該電力変換効率分だけ、電力供給の効率
が低下する。従って、外部電源１２からの電力供給が第一優先として選択されることが多
い。
【００２２】
　しかしながら、制御部４への電力供給源として、常に外部電池１２が選択されるわけで
はない。制御部４への電力供給源として、以下のオプション（選択肢）が挙げられる。
【００２３】
　オプション１：外部電源１２、補機電池９、および、駆動用電池８の組合せ
　オプション２：駆動用電池８と外部電源１２の組合せ
　オプション３：補機電池９と外部電源１２の組合せ
　オプション４：外部電源１２のみ
　オプション５：駆動用電池８のみ
　オプション６：補機電池９のみ
【００２４】
　オプション１～３においては、電力供給源が複数であるため、その中で最も電力供給の
効率が高いものを第１優先の電力供給源とし、他を補助入力とする。補助入力と選定され
た供給源は，電源切替手段５によりスイッチ５ａ，５ｂ，５ｃが切断され，第１優先の電
力供給源が切断または電圧低下した場合に切り替えられる。
【００２５】
　なお、本実施の形態では、外部電源１２が商用電源である例を説明したが、外部電源１
２が、急速充電が可能な高圧直流電源でもよい。また、駆動用電池８が、急速充電が可能
な高圧直流電源であってもよい。
【００２６】
　また、本実施の形態では、複数の電力供給源がある場合には、制御部４が、それらの電
力供給源からの供給電力量を確認して、第１優先の電力供給源を選択する例について説明
した。しかしながら、車両充電システム１が接続ケーブル２により外部電源１２に接続さ
れているときには、供給電力量を確認せずに、外部電源１２を、第１優先の電力供給源と
して選択するようにしてもよい。
【００２７】
　また、本実施の形態では、車両として自動車を例に挙げたが、駆動用電池を有する車両
であれば、船舶等の任意の他の車両に本発明を適用することができる。また、自動車とし
て、電気自動車とハイブリッド自動車を例に挙げたが、駆動用電池を有する自動車であれ
ば、任意の自動車に本発明を適用することができる。
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【産業上の利用可能性】
【００２８】
　本発明においては、上述するように、車両内の電池からの駆動電池充電装置３の制御部
４への電力供給が絶たれた時にも、外部電源１２からの電力供給により、駆動用電池８の
充電が可能となり、環境にやさしい電気自動車やハイブリッド自動車の普及につなげるこ
とができる。
【符号の説明】
【００２９】
　１　車両充電システム、２　接続ケーブル、３　駆動電池充電装置、４　制御部、５　
電源切替手段、６　電力変換手段、７　電源回路、８　駆動用電池、９　補機電池。

【図１】



(7) JP 5248568 B2 2013.7.31

10

フロントページの続き

(74)代理人  100161115
            弁理士　飯野　智史
(72)発明者  瀧北　守
            東京都千代田区丸の内二丁目７番３号　三菱電機株式会社内

    審査官  田中　慎太郎

(56)参考文献  特開２００８－２０６３００（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－１４９８９７（ＪＰ，Ａ）　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

